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メディア＠リテラシ

コミ

(1991a）は、コンピュータ

し

けでなく、 メディ と マス

ることを提起した。本論文では、そうした広し

テラシ－Jの育成に即した教育内容と教育方法の開発につい

った f映像メディア学習Jの一端を紹介しつつ、その試み

いて指鵠したい。

って、「メディア＠ワ

る

ま

(l) 

し説明しておこう。

らせ はじめさまざま

る状況に関する知らせのことであるO この知

されるO とくに高度に組織化された

である。情報をこのように解すると、人間は古くから情報と結び、ついていたといえ、

情報は人間生活のあらゆる側面に関わっていることに気付く。

ょっ

（テレピ＼ラジオなど）

には次のように何

ると、「印刷（活字）メ

メディアJ（コ

メディアJとは、 る

＼
3
2ノどな口ブ門

ノ

、
ノ々

J

一
。

ア

ユ

る

イ

ピ

あ

デ

ン

で

メディ

ジオ放送、カセットテープ、

また、「マスメディアJと

もので、「印刷メデ、イ

メディアJ（ファクス、インターネットなど）が主要なメディア

よって分類すると、「文字メディア」（新聞、

ビデオソフ人映画、スライドなど）「音声メディアJ（ラ

メディアである。

ることでメヂィア

メデ、ィアJであるラジオ＠テレビ、そし

けfこ

はな

すっ～）七t メディアJである メディアをもっぱ ものとして捷われてきた。
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かり定着した fマノレチメディアJは、上記の各種機器ないし各種記号のいくっ

せた新しいメディア形態を総合的に呼んだもので、たとえば、コンビュータ

させ、ヂジタ るよう し1う。

私たち

である。

ヒトやそノ

そうし である。それは、

し、

している。つまり、

される

る人間
句みF

4ピ

であり、そ という三つの局酷からなっ

ている、といえよう。

(2) 

とは、人間の る ある、と

単なる「コンゼュータ るより広く、深い機念であるという

技術＠ していくことである。ここで

えられる情報をそのまま

て、情報を受話しつつ自分なり

こなう側面を強調するからである。

ヂィアjや「情報環境jの仕組みを理解しながら

形成していくことは、

うである0

1 ) 

いうことがこれまでしきりに論じられてきた。

されてきたが、小学校段措ならまだしも

し~＇ o これからの国際競争の時代には、与えられる

こそが求められる、とも叫ばれるようになった。しかし、

していくこととを議格に堅別する立場から、高山 (1998,pl09)

と次のように言い切ってさえいるO

は人を規制する側面をもっO は、すでにある技術や知識、

かで、きない。…創造力とは 自分で何かを作り

したし、。それは

ある。

ように、

ら伝

お

ると以下のよ

ることと

るかと

たな自

ることは

しない

ることし

ること誌できな l)o 教えるということは、すでに誰かが考えたり作り出したも

のを理解させることでしかないからであるO 子供の創造力を伸ばすために教師にできることは、

どのようなものを創造的だと考えるかを示すこと、子供が出した創造的なものを評価し、

することである。J

educationJと 「もっている力を引き出すj という ることを るな
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<... く ぎているといえようが、 る

いると言わざるをえなし」そこで

をも

を

はさて

と

2) 

る

3) 

ある。そして、

されていくだろう。

るとするなち、

とし1う

ことになる。

ることである。そこからおの

で

もとでは、

していくための

のメディアに

るO とはいえ、 あって、まだ自分で

きないよう

り

ションできるという

きく

されることよりも、

もつO ところが、

してこなかった。これはすで

もちろん、 もこれまでにあっ

として活用するという った。そこで＼

したかたちで、そ る

っているわけだか

しつつカリキュラムとし られているO

では、人間の る としての

と

｛？） レベJI,,

このレベルで となる白いずれも、

仲間とコミュニケ

し、その

にはRDさない。

る

ることができる。

もつ

自の前にあり、

プログラム

について、

してみよう。

について、あらためて間し とし1う

となる。

a. ，，情報 iおよび について とは何か、 と人間と り、
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と

など。

のしくみ、や と

ンターとして と

b包
メディアjについて メディ

のしくみ、など。

C メディ し） としての、

ソフト、の和市など。

(2) レベル

メディ

＠テレピ＠ピデPオ e ノfソコン

このレベルで辻以トの三つの学習が荘となる。いずれも、

についての原理論的内容を諮まえたうえでの

メディアJ

あり、

しておこなわれる。

など。

など。

a. I情報処理Jについて

b. 1情報娃理メディアJについて

C. I情報生!LI期メディアJ

レベJI.,

など。

(3) 

このレベルで 四つ となる。し と

となるが、それだけに

を踏まえた

念品ざ

て

永

仇

い

さ

つ
0

1

t

 

ず心あふも

中
パ
」ろ

さ

れ

、

し

さ

て

も
し

おん」大」I
レ

れるだろう。そしてさらに、

ある。なぜなら、各自

してもらえるかどう

うことができる学習となる。

これら

てくるからである。それだけに、

a レポートのまとめかたと

2
0
 

いて

c. スライド告ザドやど

d. eメーノレやインターネットについて

（ヰ）

では、中＠

のようなプログラムになるだろう

くと ど

1 ) る

だ、

していく。それ

なる。

されていく とも

2) 

ていく。

きた、

ブ
Q から メディア」へと

なかでなにげなく

し

のではなくて、日

メデ、ィア ちt

し、そのなかでコンピュータの利点＠欠点 e

ある。

ディアについ

していったほうがよいと考えるからで

3) lま し こなうとともに、ふだん なか メ

-78ー



アイ なかでも

しておこなう。

ディアJ利用など）や、 るい ど、あらゆる

4) 

い分野である。したがって、いくつ

ますま ざるをえない、これからの新し

して、

ま

の

しつつ、 ブβ ログラム り いくよう もつも

口

3. メディア＠ワテラシー

(1) リテうシーとメディア＠ザチラシ…

ところで、

ついては、日

ころがあり、

される メディア 0 1）テラシーである。メディ了。 1）テラシーに

っているが、 いてさえま

し、

と

ザ

l... 

つ。

る

。
い

る

ちれて

あ

き

ということではなく、

ということに江る。いうまでもな

ることを

となっている。

も含めた

うことのできる能力を

されたりする。 1980年代以降、イ

くこ

している。

さて、 fメヂィア 0 1）テラシ－ media 

さまざま

している。臼

ギリスを皮切りに、その後カナダやオーストラリア、アメリカなどで、メディア..1）テラシーへの

として議論されるようになってき

と必ずしも同じではない。

リテラシーが広し ようになったように、メディア 0 1）テラシーも

てい

じられる。そこ

しながら、いくつ

ある。そ

メデ、ィア e 1）テラシ

しておこう。

る

たといってよい。

る取り

されたこと

つ

まえ、

る

media 

トした。これが fメディ

りであった。そ

しながら、映画を正しく

media studiesJないし「メディア

はテレピやラジオ マスメディア
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と広がっていく。そして、ともするとマスメディアから されるだけという

にとっての危険性が指摘されるなかで、市民のマスメヂィアへの参加が主張されるようになった

（じNESCO,1977）。したがって、テレビ、や映画を中心としたマスメディアの諸特徴を理解し、

自身がマスメディアに参加するなかで、情報発信できるような力を獲得すること（ヱンパワーメ

ント〉が、メディア＠リテラシーの意味となっていく。さらに、

インターネットなどのメヂィア φ 1）テラシ

メヂィアにも

ようになってきた、というの

ることができる。

としてメヂィア＠ワテラシ

ある。この流れについて、次の四つ

く市民一殻が考えられており、

が大ま

1 ) 

が取り

2) 

3) 

もつマスコミに対抗できるような市民のヱンパワーメントが百襟とされている。

メヂィアとしては次のA～Cが取り上げられており、それらが各議メヂィア

り メディア＠リテラシ－

A. 映画を中心とした映像メディア

B. テレどを中JL、としたマスメディア

している。

（映画） 1）テラシ

マスメディア＂ 1）テラシ

C. マスメヂィアとコンゼュータを合わせた全メディア［広義のメディア

ビュータについては特にコンゼュータ＠リテラシーと言う）

4）研究基盤辻学際的であるが、どちらかといえばマスコミ

ているといえよう。

1）テラシー。コン

となっ し

(2) メディア＠ワテラ

1 ) 

さて、メディア.1）テラシー

クワティカ

けて、小＠中。

る

る日 り

クづくり

どり教設は「メディア 0 lJテラシー研究会Jのホームページ

やNPOのホームページとリンクさせながら、メディア 0 1）テラシーの諸定義を紹介している

それによると、アメリカでのメディア＠リ

シ｝フ｝ア ょうである。

ディア＠リテラシーとは、 メディアにアクセスし、

この力には、

ション し、創り

リテラシー

まれ

（メディア＠リテラシ

また、カナ ょうである。

fメディア 0 1）テラシーとは、メヂィアはどのよう

をつくりだすか、メディアの企業や産業はどのよう

のように講成するかなどについて、理解と学ぶ楽しみ

るか、メディアはどのよう

されているか、メディア ど

り組み

も含まれ

る日 つ

である。メディア.1）テラシーの目的には、

る。J（メディア＠リテラシ

自らメディア

ところで＼カナダで てメヂィア.lJテラシ しfこO オンタリオ
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はB

いる。

らまとめ なガイドブックのなかで、そ と日

ふ

もとす

きな影響力を持ち、広く普及している。メディアとクリテイカルにつきあう

えない学校は、メディアのイメージ

じ込んでしまう子どもを輩出しつづけることになるし、また、同じように危験なことだが、メ

ディアを悪知恵にたけたものだと全面的に否定する壊疑主義者をつくりだすことにもなる。・.....

できるようになるために、また彼らが変革の担い手となり、メヂィ

アとのあいだに能動的な関係を築くことができるようになるためには、メディア 0 1）テラシー

る。……メディ了＠リテラシー

あるのではなくて、クリティカ

より

あるj。

られ、以下のよう

ることができるだろう。

そして、このガイドブックでは

ているが、クリティカ

とメディ

fテレ

プロセス

は？暴力の激しさを押さえるカットアウェイ

など）？どんな要素が表現されていないか？

ンシ ヱキサイティン るための

いるか？スローモーション

されているか（しばら

ことがあるか） ? J 

れるとともに、

くたってからもな

このよう

されたものであること

されていくのだと考えることができる0

2）自

こうし えながら、 8 は主とし しながら次のよう

る。

「メヂィア＂ 1）テラシーとは、

メヂィアにアクセスし、

うな力の獲得をめ

もちろん、日本でも

メディア

コミュニケーション

もメヂィア..1）テラシーという

クワティカノレ し、 し、

り さす。また、そのよ

199品、

ピデ、オ

fこし1

くとし三つ

がないわけではなし」しかし、メデ、ィア＠リテラシ

られることがほとんどで、 とか、メディア産業、あるいはマスコミ

じられないまま過ぎてしまい、マスコミ

らコンピュータ るなかで、 マスメディア.1）テラシ

しているような状況であるO

して、

むし しいコンピュータ＂ 1）テラシーへと

-81 



以上述べてきたことを、欧米と日本の基本的な特散的差異として、あえて強講しながら対比的に

ると表 1のようになる。この対比表のなかでもキーワードとなるのは、やはり「クリテイカ

ルcriticalJである。

日 「批判的jと け いこ いては、かなり

っていると思われるので、ここで少 しておきたい。

カナダ＠オンタリオ州教育省 (1的2、 8頁）が指摘しているように、メディアを社会的コンテキ

ストに関連づけて捉えると、メディアは現実の単なる反映ではなく、すべて構成されたものであり、

またメディアは現実を講成する、ということが最も基本的な原理である。情報教青はこの点から出

はないだろう。この基本認識を持つことが、クリティカ

テップであると ことができる。

してさら いし批判が第二ステップになるだろう。クリテイカル

1987, p. 2）。

さらに、 テップである。

されてクリティカ となり、それがメディア＠リテ

ラシ ることができるだろう。

たとえ

っ

おけ

り

されることによっ

引きつけながら、テレピ＠メディアと とい

は、テレ

い、というのが定説であるが、 おも

まとめているように、テレ どもと

コメントをつけると、

ションかどう

り

たクリティカ

ょう。

と

る。これらは、 と

いて、フィク

は、そうでない

ステッ さっ

はメディア＠リテラシーの育成でもあると

表 1 メヂィア＠リテラシー研究＠実銭の潮流

歌 米 日 本

対 象 者年＠成人中心 小＠中学生中心

自 擦 メディアへのクリテイカルな態疫 メディアの理解＠活用

源 Im メディアスタディ 視聴覚教育

出発としてのメディア 映画 テレど

主たるメディア環境 マスコミ 視聴覚機器

読究者＠実践者 市民団体＠大学研究者 大学研究者＠学校教育関誌者

研究基盤 マスコミ研究＠社会学 教育工学・心理学・教育方法

実践目権 メディアへの市民参加 学校教育カリキュラム開発
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の映像メディ の試み4. 

(1) 

1 ）目的

ところで、

るために、

アイ

で、これ

ディア

つ

おけるメヂィア. 1）テラシー ためのカリキュラム

れ浴時給ヴマ、fi!Hhムし

りを

(1991b, 1993) きたものであり、

したもの

メ

のレベルでいえ スライ ビデオ制作について

の呂的

三うる。

ア ち

こなかった。たと

い④挟縁は構成されているのに、

ていき、議認が悶難⑤主体的な思考作業がおろそかになりやすい、といっ

ほとんどなL)0 しかも

タ教育jであるだけに、映議メヂィ

る。そこで、 メディア＠リテラシーのカリキュうム

イ．第三ステップである映像制作により、 されたものであること

る。

る

カ玉、 こ テップのクリティカ

ぼすかについて探求する。

ウ．文字メディアを中心とし

ちに映像メディアによる

られるか、さらにそ

る。

ディアではあまり白 きない

られると、情報発信にどのよう

も向らかの変化がみられるかどうか、を

エ

り組んできた

として、これまでのテーマ

「総合人間科Jでは、

にフィールドワークなどの

1997）。

し

手官、

る につい

2) 

以上のよう

うブのような形をとり、 向
口

してもらった結果、放課後のク

ることになった。「映像メディア研究会Jと名

-83-



付け し、 る体制を取ること

1998年同月、さっそく「ビデオやスライド りましょうjと チラシで呼

し、び掛けたところ、

り組む呂

し

5入、

スライドやピ

り
ノ
ヲ
り

か

ことにしfこO

プのものでもよい。

てい

メディ

らなかった。

し

(2) スライ

スライドから始めたのは、制作が容易である、

ることができる、音声も自由

ビデオの制作に向けて

から99年 3丹までの制作の流れ

との関

ることができる、

となる、と考えられたからである。

りである。

①テーマの設定→②譲影素材とシナリオの検討→③制作プランの作成→③撮影＠録吾取材→⑤写真の選

定→＠ナレーション。音楽など効果音の舗集と音声テープ作成→φ試写会→③写真の選定や奇声につい

て諺正→⑨発表と額五批評の会

1）①テー

いて、補足説明しておきたい。

i立、 自 しあい、自 一品つのグループ， 3 

1 った。グル プ

ものである。

とにかく自由に ミとしfこO

2 につい したあと、その櫨式に

で

2) 

そっ としたイメージはあっても、それをどう

られていないから、

るかの

スライドだ、からと

スライド

るには、 l1

とともにど

される

されたものであ

にかく っていないのである。

かなるメッセージ

ということについ

メディア＂ 1）テラシ
、

、

｝

’

」

そ

、

、

う

こ

り

で

メデ、ィア

もたらすものと られるからである。そこ

は2 ；ま けfこO
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3）窃揺影取材は冬休み中の課題となり、 36枚撮フィルムが…人当たり 3本与えられた。 lま

自身が自由におこなった。 l月に入ってからの研究会では取材状況が報告され、

し合われた。そして、 ヤコ

たブイノレムのう がら使えるもの して切り取り、マウントには

もとに、⑥ナレーショ

自

き、テーマの明確性や全体の構成、 れ、

5) は4丹に入ってから、 2回にわたって聞かれた。

（イラスト）とグルー 2本（神戸旅行記＠釣り記録）が発表され、それぞれの

につい 1には、ビデオ.8ミリ制作の指導助手となる

丹羽紀行も参加して、 出

ナレーションなどに配慮が弱く、「映像J以上に き

がっfこO

(3) ビデオ.8ミリ制作の試み

1999年 5月に始まり、 9月に一応終了した制作過程の流れは次の通りである。

①デモンストレーションとメディアの選択→②テーマの設定→③撮影素材とシナリオの検討→④制作プ

ランの作成→⑤撮影・録音取材→⑤編集→⑦ナレーション・音楽など効果音の編集③発表と相互批評の

よ』
ヨス

以上の諸段階につい しておく。

1）①デモンストレーションには高校 1年生8入、 2年生3人の計11人が参加（スライド制作か

らの継続者は 7人）。中学生の希望者もいたが、実際の参加はなかった。丹羽指導助手が自ら制作

したビデオと 8ミリの作品を紹介し、制作上の技術的な知識についても披露した。今では古風な 8

ミリ映画がかえって新鮮さを感じたのか、

とり、結局、二つのピデオ斑〔A

ちは 8ミリに強い関心を示した。メディ

3名） . B （男子3名）］と一つの 8ミリ斑〔C （女

4名）］に分かれることになった。ビデオについて

という分拒体制をとった。

8ミりについては丹羽 る

2）②テーマは自由で、 A. 音楽アニメ、 B. ドラマ、 C. ドラマとなった。 Aは、リーダーが

シナリオ③制作ブ。ラン作成が順調に進んだが、 BとCについては③③段階が困難で

あった。第一の理店は、

しかっfここと、

3) 中におこなっ

多くのイラスト

シナ 1）：オを含めて、各グループ内での詳細な制作プラン

と、役割区分が円滑に運ばなかったこと、であるO

レーション＠

グループメンバーが協同し

は、 Aは

り返し、作

した。 B，まメンバーの協同がうまくい ストップした。 Cも協同が

ませるところまで至った。はなかったが、

4）結局、 9月に関い されたのはAの作品だけであった。苦楽から来るイメージ
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をアニメーション した力作であるO

5. ディア＠リテラシ

ように、

されたわけではない。

り組みでは、当初掲げていた四つの目的が必

はなく、きわめて岳由なクラブのような形態をとっ

としてうまく運ばなかっ

きなかったのもそのためである。ただし、以下のような

ることができたことは成果であったといえよう。

ていたこともあって、スライド制作は

たといってよい。

(1) 

なかで＼映畿のみ

け止める

しているわけではない。したがって、

ればよいと安易に考えてしまっている。つまり、

(2) モヂノレとなる咲橡

映像制作はともするとコマーシャノレやお笑し

れてきた映画や話題となったテレビドキュメンタリーのよう

とか、 り

といって

メディア.1）テラシ されていない。

しん」

滑
り
ル刊アモ

とさ

がら、

しつつ映像メディア＂ 1）テラシーそ学習することが必要である。

(3) メディア.1）テラシーとりテラシーの関係

メディアは急速な勢いでコンどュータメディアと接合されようとしており、これからは、マ

ルチメディア＠リテラシーが問われてくることになるだろう。そうなるとコンピュータ＠リテラシ

いくだろうが、そうであるならばいっそうメディア＠リテラシ

ある映像メディア＠リテラシーの訓練を了寧に扱うべきである。たとえば、 CG （コンピュータグ

ラフィックス）

チャノレな映援と

とっては、これま

究がどのようにリテラシー

は） 映像による自

いた自己表現は、

く助けるだろう。

るほど、映像メディア されたものであり、パー

られるからである。そうし

ろう。メデ、ィア＠リテラシ

してくるのか、ということ る。

とりわけ映議世代である中＠

まってきたのは、

しているようには見えない生徒たちがかなり含まれてい

されるのとは違い、映像による

のな

る。とはいえ、

しではじめて「自 なると考えられる。つまり、カメ

となるわけで誌なし 1。今自由実験的寂り

としての fスライド制作やピデオ制作Jなど

iき起こしたかもしれない。とはいえ、映設による

しかねるような「自己Jと向きあい、「自 を

うやピヂオカメラ

では、

と取り組むことは、

りつつ「自 ることが可能になるのではないだろうか。
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(5) グノレー

とって、グルー

ができ、

(6) 

マ て、

と

とるO これは仲間と

く、

る。それだけに、

百て、その下でグノレ

に、グループメンバー

もなるだろう。

られていく。ただし、そ

と

したいという中＠

だしい今の中＠

していけ

もたらせること

といっ fこ らのテ

るコンピュータ

らないように、 メディアを中心とし

いで

マスメディアの分析、 メディア

どからヂィアと

それこ

(1997) 

る。
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1999年 3月）と、 f情報教育と映像メディアリテラシーJ（日

シンポジウム fメディアと子どもJ2000年 8月31日、於＠

成し、 したものである。 ) t.こだし、fニ、

時〉 さんに

んにも感謝したい。

、
今
仇

ム」

0
 

7
h
v
 

り組みで何かと

てく

しく付き合ってく 」て
」

n
H
U
 

no 



d
N
 

J
屯

f

名

主 cc. nagoya-u. ac. j p http: 

設 052-789-2624 階 052-789-2668

educa. nagoya-u. ac. j p/ soc i / 

1田研究会が10月28B，こ附属学校で開かれました。出j草者は中学生 5入、高校生 7人

で出詰できなかった中学生 3人）そしてJ11田先生、藤田先生。今津が研究会の目的や活動内

間について説明し、たくさんの質問が出ました。 〔目的〕今、高度に発壊してい

とメヂィア〈機嫌化された靖報媒持）を広く探く知っていくために、コンピュータと

とされやすい f映後メヂィアJiこ注目。文字や活字ではなく、写真や映画、テレピ

などで表現される「映後jの世界について改めて考え躍すとともに、映設情報をただ一方的に

するだけでなく、自分たちで映設を作り出し f発話Jすることを試みる。 〔

] ( 1 ）まず手ならしとしてスライド制作を12月から 1月にかけておこない、テーマ

シナリ：才、撮影、結集などの基礎作業を学ぶ。 ( 2）次に 4月

作に取り組む。 〔費毘〕材料費など誌設が器究室で負担するので、経費は取材の

その の上

ヨナうおじさんで知られた

論家の淀川長治さんが、長年の友人だ

品だったにもかかわら

のなかから抜き

のあとを追うように日

11月15日疫のテ

の f

を l）メークした fラストマン

スタンディングjの解説が最後の出

っfこ

きしま

「自 がせまってきているのに、いっしょ

して、みんなのために公園をつく

しました。また見てみたいです。 j

この解説は亡くなる

日に校録されたもの D 最後の

に打ち込んだ生謹でした。

日の10

まで

っfニ。すごく

r
s
k
 

一tp／

試験がおわったら！

制作説明および打ち

いづれ

ネとき； i

二えそう -t F 宅去 みさ〉 J之 てコ 。

せ会を以下のように欝きます。

して下さ L可。

午後 3持45分～ 5時 酉

3踏説会議室①］右図 I 3階

～ 2持ま7こは 12月 5自

ので控室 〔立ところ： 3階 右図 正面玄関
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名 霊登 052-789-262ヰ 部 052-789-2668

在メ→／b42067a議nucc.cc. nagoya-u. ac. j p トムベイ／ http：／片側.educ a. nagoya-u. ac. j p/ soc i / 

3 

L主

れの12月 4日と 5自の二日に分け

12人（男子 3人＠1 

出先生。まず、今捧がスライド制作の手j践について説明し、

シナリオ作成を十分に錬ることの重要性そ指籍。次に

4 

9 fスライド制作プランj

シナリオ

した。錨人作品あり、グループ作品あちで、テーマも「Fishing!J

ful day. J r A • I J f青春の輝きJと多彩です。冬休みから 3

インタピュー録音というスケジューjレになりました。写真と

合にえ去るか、大いに楽しみですね。

みを利用して、写真掻影などの

りました。明けて 1月18日に、取材の

かかれました〈第 5

話法終わ

）。：ましfこ

関かれました。出

§人）そしてJII EB 

に入る言1Iにテーマ設定や

自のテー？を島由に

で出席でき誌か

しま

および

せがどんな

スタート。

かれたりもし

2000 

っていま

自の fスライド製作プランjに沿って誌認取轄でき

たようですが、カメラの具合が急に慈く立ったり、イ

ンタピューや音の録音が思うようにいかなかったなど、

いくつか共通する問題も紹介されました。とにかく、

になったら、 20

世紀よさようなら、こんにちわれ世

も経験することが大切G 次はいよいよ現役した写

に入ります9 最

近はやりのヂジタルカメうだと、パソコンにつなげば

すぐに礎認できるけど、

も悪くないよね9

8回

.，..，，.二＝・
」ヲL

を ワクワクした気分

え翠支E と 手島イノ戸

ネ と き ： 1999年 2丹 8日（丹）

ネところ：閥農学綾社会科教室

-90 

この 2

をどう迎えるか、

に、時流やムードに流さ

れないで、じっくり考えてみよう。

もここ '-:r －て

3時30分～ヰ時30分



スライド制作プラン（ 10分以内の作品） 映像メディア研究会（！叩8-1999) 

；れ で守 〔S4 〕諮〔 D 〕氏名〔 今主主 孝次郎

テーマ

となる内

名 部の紹介

ね tJい

〔テーマ設定の

入学してき疋ときに＼

介ガあると

持 教脊学部校舎、 、学生・教官のインタピユ一、教脊学部が

発行した各覆パンフレット、など

シナワオの大詰

〔内

ライド カセットテープ

数 I/…ーショ車

について

8 

2. について

説明する演留農景

12 3 

3 数帯学部で学ぶ｜ 学生インタビュー

インタビュー : 6 

インタピユー内

成宮る 3 

4. 教湾学部ガ発行 ！ 詳細については＼各

するパンフしツトi謹パンフレツトを克

の紹介 I てくれるように案内； 5 

する

パンフレット内容

を簡単に紹介写る

2 

ハ同
U



強 052-789-2624臨 052-789-2668

記長一具／b42067a尋問cc情的網開制問－u.ac.持 率一ムベーヲ／http：／／機銃吋uca.na窓oya-u.ac.jp/soci/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・a・・・・・a・・・・・4・e・・4・a・・・e・・・・・・・・・・・・・4・・・・・・e・・・・・4・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・・...・a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・....・・・・・・・・・j・・i・.・・・・・・・・・・・4・・・・・・.・・a・・・・4・4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・・・・・

月の第 S

も＼込

は、譲ってきた多くのフィルム

写りの悪いものや叡たよう

した

から制搾プランに合うものをさらに絞り

をして、マウント（枠）にはめ込みましたが、

はわちとスムースに運びました。この選定作業は、作品：ランと

の流れを改めて明確にさせる効用あり。 ；ので、

i立、

プランやシナリオ

品について、 a）テ

といっ 、といっ

おそらく C) d）につい

にしたか。そこで、

り、才一プニングタイトんやエン を したちといっ

はまだ十分に

スクリーン だけをおこないまし

第喜罷 その 2

と奮： 1999年4月5日（火）

ところ： 3 

自弁当持参。スライド＠

日イド
とき： 1999年 4月12日（月）

ところ：~｛ 4 

92-

な

り。

っ？こ

3時30分より



圃可動

名 今津孝次郎諮 052-789-2624腿 052-789-2668

主メサ／b42067時 間cc.cc.nagoya-u. ac. jp トムベサ／http: educa.nagoya-u. ac. jp/soci/ 

昨 年 間 よ り 4ヶ月かかって制作していたスライド作品の発表会が4月12日と 什 23日

（第十10田研究会）の 2問、関罵学校で関かれました。個人作品 1本、グループ作品 3

この地にも、半分出来上がっていながら発表できなかった作品が 2本あり。 2自問とも、

名古罷大学映爵萌究会元会長で、この春より大学院人間情報学研究科諺士課程に進学した

丹羽紀行さんがコメンチーターとして初めて参加。丹羽さんは、 6月以降のどヂオ.8ミ

リ作品昔話作の指導助手を務めてくれることになっていて、附属の生徒諸君がどんな映像ゼ

ンスの持ち主かを事前に見にきたもの。以下は、生徒の皆さんをはじめ、丹羽さん、 J11田

田両先生の意見交換も合めた作品評です〈発表顕〉。

0 1 A • I J : BG望テープだけで上映されましたが、すばらしいイラストを挿入しながら、

心に浮かぶ“心象”を揺出く映畿北した詔人作品。自由な遊び心で護った写真をもっと

やして、ナレーションを完成すれば、さらに良くなるでしょう。

0 f京都旅行J：友達同士二人での 1泊 2自の京都旅行の紹介でしたが、絵葉警のように

しい京都の麗景が印象的。ナレーションは詳縮な取材に基づき、上映時に朗読されまし

た。このような作品ができるなら、どこへ旅行に行っても

とが可能。

にスライド作品をつくるこ

0 1Fishing J：釣りの良さを、 Jl'Iの自然と人工的街の愚景との対比でアピールしようと

した 3人グループ作品。写真は全員で選定し、音入れは刻々に、という趣向。唯一テープ

が出来上がった一人は、音楽と効果音を縮かく組み合わせて、夢と現実のストーリーをた

くみに作り出しました。グループの各自がストーリーをそれぞれ工夫して、同じ写真でも

組み合わせを入れ替え りかのナレーションができ上がるはずで、そ

れらを比較できれば面白くなるは

or青春の輝きj ：仲間同士で神戸へ自 り旅行をした

で3人が分担して制作したグループ作品。 BG襲選曲と台詔

あと 10投ほど減らして整理したら、もっと見やすくなる。

ションのテープま

が多すぎたので、

自は、 がてらのスライド制作でしたが、 制作中に気づ、いた点を一つ O

ストーリーづくりと、 は失敗することがしばしば

な作品が出

とにかく、計蕗を立てて、試行錯誤しながら、最 i②写真もさることながら、音入れがむ

後まで仕上げることが大切。計画→制作→評舗を つかしい。ナレーションや BG題、効果

くり返していくことから、すべてが始まります。 音などにもっと関心を向けましょう。
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グが、次々とjレドノ〈＠ゴどの大好きな映画女鐙の であるウ て

めた、

め

をにたくみにユーモアたっぷりのをムに

るかのようには71田アカヂミ

「あなたも を持ってみないか。ハリウッドにおいで。

きなコスチュ

る3月21日の

くくりまし

をとった

私

ドキュメンタり

ように…J

の KeikoIbi を出し、この 。

ク

(37分）が、

ヨユのける

部門

たちがつくるアマチュア

ドキュメンタリ制作作品 Fザ＠パーソナル

しましfこ。

（パーソナルズ）を出め、3
2

・vしい

りです。

》
官
官

Z
0
4
0

に反対していた母親も、

してくれているとのこと。

る地の受賞者とは選って、

ジでつい泣き出してしまった Keikoは

の

す

き当初、

していましたが、

ていま

のステ

まぎれもなく日本人の

」つ

It稼asreally -it was unbelievable. I腎asn’t

really expecting it. I務assure I溺ouldn’t習in,

so I潔asso surprised, and it just -I became 

it just sort of -emotion 

の彼女誌

Keiko lb1 I just emotional. 

came and it became tears. 

ど戸::t!Jjグ要d差-J#lc-1/jJ /Iii) 

ネビデオ事 8〔リ映画映像作品デモンストレ…ションと制作説明会卒

ピヂオ作品と 8ミリ作品のいくつかを上映しながら、それらの特畿を解説し、

6月以降の制作過程について説明します。

と き： 1999年 5月31日（月〉午後 3持30分より

と こ ろ ： 臨 学 校 税 制 賠 社 会 科教 室 新入会員募集中！
争犠議メディア欝究会奉 ! 
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